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基準値超える放射線量を測定
－共産党が調査。市は対策おこなう

―倉田まなぶ議員の９月議会一般質問②

日本共産党

１０月２７日　「東京都道路整備推進大会」に初参加。日比谷公会堂いっぱ

いに都内の区市町村議員、職員が集まり、国に対して道路建設の推進を求め

る、というものだった。もちろん、必要な道路整備はある。しかし、不必要な道路整備もたく

さんある。高速道路網の整備など、共感できない内容が多々あった。（鈴木）

１０月３１日　「普通救命講習」を受講し、傷病者を発見した時の対処法を学ぶ。心臓マッサー

ジによる心肺蘇生、ＡＥＤを使った除細動など。救急車が要請を受けてから現場に到着するま

で平均６～７分。その間のすばやい対応、救命処置が傷病者の生命を大きく左右する。実践的

で役に立つ講習だった。（倉田）

ること、入所待機者の課題、利用料の問題など、課題がよく分かった。厚生委員として真剣に

取り組んでいきたい。（倉田）

１０月５日　宣伝カーを走らせていると、ご婦人に呼び止められる。公園の清掃、在宅介護者

への支援策、はむらんをもっと市民に利用してもらうアイデアなど、さまざまな要望、提案を

いただく。日々の暮らしの視点からの指摘。大変ありがたい。（鈴木）

これからは、よりきめ細かい測定を

鈴木　小・中学校、学童クラブ、児童館、公園などでの放

射線量の測定によって、どのようなことが明らかになった

のか？

市長　市では、空間放射線に対する市民の不安を解消する

ため、独自に放射線測定器を３台購入し、７月６日から毎

週月・水・金曜日の午前９時に富士見公園において、地上

高５センチメートル、５０センチメートル、１メートルの

放射線量の定点測定を、また、同様の方法により、毎月１

回、小中学校、公立保育園、学童クラブ、公園における放

射線量の測定を実施し、その結果を広報紙及びホームペー

ジで公表しております。

　これまでの測定結果ですが、富士見公園では１時間あた

り「０．０６７」～「０．０９２」マイクロシーベルト、

「ゆとろぎの立体駐車場から出てくる車が危険」との声を市

民からいただきました。ここは、生涯学習センターゆとろ

ぎ、羽村市図書館、富士見小学校が近接して、たいへん子

どもが多い場所です。未然の事故防止のために早急な安全

対策が必要であることから、９月議会の一般質問で取り上

げました。

倉田　生涯学習センターゆとろぎ立体駐車場について

①車両出入り口に、音や光で周囲に注意を報知する駐車場

センサーシステムを導入してはどうか？

②子どもの飛び出し注意を促すために、通行人やドライバ

ー向けの標識板を設置してはどうか？

羽村民報　原稿　２０１１・１１・２

＜大見出し１＞
共産党の放射線測定
基準値超える放射線量を測定－市は対策おこ
なう

＜リード＞
　共産党支部が独自におこなっている放射線
測定で、小作台の「けやき児童公園」におい
て、１時間あたり０．２４５マイクロシーベ
ルトを計測しました。これは国際放射線防護
委員会が勧告する値（年間１ミリシーベルト
＝時間０．２４マイクロシーベルト）を超え
るものです。さっそく市へ対策を申し入れ、
市も対応をとりました。

＜本文＞
測定をおこなった倉田まなぶ議員の話
「私は、共産党羽村支部や、市民のみなさん
とともに、子どもがよく遊ぶ公園を中心に測
定を続けてきました。１０月１４日の調査で
、小作台にある「けやき児童公園」のトイレ
横の集水升（ます）で、１時間あたり０．２
４５マイクロシーベルトの値を計測しました
。早速、市に除染などの対策を要望したとこ
ろ、市は升の中の表土と下層の土を入れ替え
、フタを付けるなどの対策をとりました。そ
の後、私が測定したところ、地上５ｃｍで０
．１１マイクロシーベルト、５０ｃｍと１ｍ
で０．０８マイクロシーベルトと、比較的低
い線量になっています。これからも、独自の
調査をおこなうとともに、行政に対しても、
きめ細かな測定と対策、調査結果の公表など
、放射能から子どもを守る対策の充実を求め
ていきます。」

共産党市議団、市に放射線対策の充実を申し
入れ
・放射線測定器の台数を増やし、学校のＰＴ
Ａや市民と協力して、全市的にきめ細かく、
通学路などの測定をおこなうこと。
・学校、保育園、学童クラブの雨水集水升の
測定をおこなうこと。
・測定がおこなわれていない私立保育園など
に測定器を貸し出し、保護者への情報提供を
促すこと。
・市がおこなっている測定場所の位置を詳し
く公表すること。

＜視察報告　市民の声を聞いて　現道を生か
して　参考になる東松山市の区画整理事業＞

１０月１７日、市議会経済委員会で、埼玉県
東松山市へ視察に行ってきました。この市で
も羽村市と同じように区画整理による街づく
りをおこなっていますが、ずい分、その進め
方には違いがありました。
　まず、最初に説明を受けた「和泉地区」で
は、平成５年から区画整理による街づくりを
始めましたが、異論がなりやまず、反対運動
がずっと続いてきました。そのため、市民と
共同で新しい街づくりのあり方を検討し、区
画整理を凍結して、現在の道を生かした街づ
くりをすることになりました。
　次に説明を受けた「高坂駅東口第一地区」
では、区画整理による街づくりが進行中です
が、最初の「碁盤の目」の設計図を見直し、
できるだけ現在の道を生かした設計図に変更
しました。いずれも、税金投入は大きく減る
見通しです。
　「昔のように、何が何でも碁盤の目にしな
くてはならない、という時代ではありません
」と担当職員は語ってくれました。多くの地
権者から反対の声がなりやまない羽村駅西口
の街づくりには、東松山市のような、柔軟で
、市民の声に耳を傾けた姿勢が必要なのでは
ないでしょうか。

＜活動日誌＞
１０月２７日　「東京都道路整備推進大会」
に初参加。日比谷公会堂いっぱいに都内の区
市町村議員、職員が集まり、国に対して道路
建設の推進を求める、というものだった。も
ちろん、必要な道路整備はある。しかし、不
必要な道路整備もたくさんある。区画整理事
業の推進、首都圏三環状道路の整備など、ま
ったく共感できない内容が多々あった。（鈴
木）

１０月３１日　「普通救命講習」を受講し、
傷病者を発見した時の対処法を学ぶ。心臓マ
ッサージによる心肺蘇生、ＡＥＤを使った除
細動など。救急車が要請を受けてから現場に
到着するまで平均６～７分。その間のすばや
い対応、救命処置が傷病者の生命を大きく左
右する。実践的で役に立つ講習だった。（倉
田）
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共産党市議団、市に放射線対策の充実を申し入れ
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「ゆとろぎの立体駐車場から出てくる車が危険」との声

を市民からいただきました。ここは、生涯学習センター

ゆとろぎ、羽村市図書館、富士見小学校が近接して、た

いへん子どもが多い場所です。未然の事故防止のために

早急な安全対策が必要であることから、９月議会の一般

質問で取り上げました。

倉田　生涯学習センターゆとろぎ立体駐車場について

①車両出入り口に、音や光で周囲に注意を報知する駐車

場センサーシステムを導入してはどうか？

②子どもの飛び出し注意を促すために、通行人やドライ

バー向けの標識板を設置してはどうか？
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・測定がおこなわれていない私立保育園など
に測定器を貸し出し、保護者への情報提供を
促すこと。
・市がおこなっている測定場所の位置を詳し
く公表すること。

＜視察報告　市民の声を聞いて　現道を生か
して　参考になる東松山市の区画整理事業＞

１０月１７日、市議会経済委員会で、埼玉県
東松山市へ視察に行ってきました。この市で
も羽村市と同じように区画整理による街づく
りをおこなっていますが、ずい分、その進め
方には違いがありました。
　まず、最初に説明を受けた「和泉地区」で
は、平成５年から区画整理による街づくりを
始めましたが、異論がなりやまず、反対運動
がずっと続いてきました。そのため、市民と
共同で新しい街づくりのあり方を検討し、区
画整理を凍結して、現在の道を生かした街づ
くりをすることになりました。
　次に説明を受けた「高坂駅東口第一地区」
では、区画整理による街づくりが進行中です
が、最初の「碁盤の目」の設計図を見直し、
できるだけ現在の道を生かした設計図に変更
しました。いずれも、税金投入は大きく減る
見通しです。
　「昔のように、何が何でも碁盤の目にしな
くてはならない、という時代ではありません
」と担当職員は語ってくれました。多くの地
権者から反対の声がなりやまない羽村駅西口
の街づくりには、東松山市のような、柔軟で
、市民の声に耳を傾けた姿勢が必要なのでは
ないでしょうか。

＜活動日誌＞
１０月２７日　「東京都道路整備推進大会」
に初参加。日比谷公会堂いっぱいに都内の区
市町村議員、職員が集まり、国に対して道路
建設の推進を求める、というものだった。も
ちろん、必要な道路整備はある。しかし、不
必要な道路整備もたくさんある。区画整理事
業の推進、首都圏三環状道路の整備など、ま
ったく共感できない内容が多々あった。（鈴
木）

１０月３１日　「普通救命講習」を受講し、
傷病者を発見した時の対処法を学ぶ。心臓マ
ッサージによる心肺蘇生、ＡＥＤを使った除
細動など。救急車が要請を受けてから現場に
到着するまで平均６～７分。その間のすばや
い対応、救命処置が傷病者の生命を大きく左
右する。実践的で役に立つ講習だった。（倉
田）

　共産党支部が独自におこなっている放射線測定で、小作台の「けやき児童公園」にお

いて、１時間あたり０．２４６マイクロシーベルトを計測しました。これは国際放射線

防護委員会が勧告する値（年間１ミリシーベルト＝１時間０．２４マイクロシーベルト）

を超えるものです。さっそく市へ対策を申し入れ、市も対応をとりました。

倉田まなぶ議員
「私は、共産党羽村支部や、市民のみなさん

とともに、子どもがよく遊ぶ公園を中心に測

定を続けてきました。１０月１４日の調査で、

小作台にある「けやき児童公園」のトイレ横

の集水升（ます）で、１時間あたり０．２４６マイクロシーベルトの値を計測しました。早速、

市に除染などの対策を要望したところ、市は升の中の表土と下層の土を入れ替え、フタを付ける

などの対策をとりました。その後、私が測定したとこ

ろ、地上５ｃｍで０．１１マイクロシーベルト、５０

ｃｍと１ｍで０．０８マイクロシーベルトと、比較的

低い線量になっています。これからも、独自の調査を

おこなうとともに、行政に対しても、きめ細かな測定

と対策、調査結果の公表など、放射能から子どもを守る対策の充実を求めていきます。」

けやき児童公園のトイレ（左）と、その雨水集水升
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●放射線測定器の台数を増やし、ＰＴＡや市民と協力して、全市的に

きめ細かく、通学路などの測定をおこなうこと。

●学校、保育園、学童クラブの雨水集水升の測定をおこなうこと。

●測定がおこなわれていない私立保育園などに測定器を貸し出し、保

護者への情報提供を促すこと。

●市がおこなっている測定場所の位置を詳しく公表すること。

共産党市議団は、10月14日と26日、以下の点について羽村市へ申し入れをおこないました。

埼玉県

羽村市

東松山市

高坂駅東口第一地区
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市民の声を聞いて、現道を生かして

参考になる東松山市（埼玉県）のまちづくり

１０月１７日、市議会経済委員会で、埼玉県東松山市へ視察に行っ

てきました。この市でも羽村市と同じように区画整理による街づく

りをおこなっていますが、ずい分、その進め方には違いがありまし

た。

　まず最初に説明を受けた「和泉地区」では、平成５年から区画整理による街づくりを始めま

したが、異論がなりやまず、反対運動がずっと続いてきました。そのため、市民と共同で新し

い街づくりのあり方を検討し、区画整理を凍結して、現在の道を生かした街づくりをすること

になりました。＜裏面に続く＞

鈴木議員

　次に説明を受けた「高坂駅東口第

一地区」では、区画整理による街づ

くりが進行中ですが、最初の「碁盤

の目」の設計図を見直し、できるだ

け現在の道を生かした設計図に変更

しました。いずれの地区でも、税金投入は大きく減る見通し

です。

　「昔のように、何が何でも碁盤の目にしなくてはならない、

という時代ではありません」と担当職員。多くの地権者から

反対の声がなりやまない羽村駅西口の街づくりには、東松山

市のような、柔軟で、市民の声に耳を傾けた姿勢が必要なの

ではないでしょうか。
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「ゆとろぎの立体駐車場から出てくる車が危険」との声

を市民からいただきました。ここは、生涯学習センター

ゆとろぎ、羽村市図書館、富士見小学校が近接して、た

いへん子どもが多い場所です。未然の事故防止のために

早急な安全対策が必要であることから、９月議会の一般

質問で取り上げました。

倉田　生涯学習センターゆとろぎ立体駐車場について

①車両出入り口に、音や光で周囲に注意を報知する駐車

場センサーシステムを導入してはどうか？

②子どもの飛び出し注意を促すために、通行人やドライ

バー向けの標識板を設置してはどうか？

いずみ




